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一~ 国土を取り囲む巨大防潮堤と災害資本主義一一一~、

3．11巨大津波が、三陸～常磐沿岸を襲い、300kmの防潮堤のうち190kmが全半

壊した。政府はこれを5年以内に「復旧」するとしている。しかし、計画を見ると、「復旧」

ではなく巨大化や新設が目立つ。山が海に迫っている宮城県唐桑半島の只越地区では、高さ

11.2m、底幅45mの防潮堤が作られる予定で、津波浸水域70,000m2に対して、防潮堤の

敷地面積は17,000m2で、平地は6割しか残らず、山と堤防に挟まれた、くぼ地となる。陸

からは海はまったく見えず、ただでさえ過疎地なのに、20年前に津波に襲われた奥尻島の

ように、住民はどんどん減っていくだろう。津波対応の手段は、防潮堤だけではないはずであ

る。大切なのは、皆で知恵を出しあう地元の民主主義である。無人の地に耐用年数60－70年

の巨大防潮堤だけが廃嘘のように残ることになりかねない。防潮堤は、何を守るのだろう。

巨大防潮堤は、日本各地で計画されている。

大震災の後、米軍と自衛隊の対応は素早く、「トモダチ作戦」が展開され、米軍と自衛隊

の評価は高まった。その問に、日米の財界は「復興」計画を急遼綿密に協議していた。新自

由主義下の無国籍企業にとって、災害は大儲けのチャンスである。「創造的復興」の名の下

に、宮城県では野村総研が「復興プラン」を作り、鹿島建設などのゼネコンが請負い、それ

を元自衛官の村井知事が政権をバックに強引

3．11巨大津波が、三陸～常磐沿岸を襲い、300kmの防潮堤のうち190kmが全零

壊した。政府はこれを5年以内に「復旧」するとしている。しかし、計画を見ると、「復旧

ではなく巨大化や新設が目立つ。山が海に迫っている宮城県唐桑半島の只越地区では、高さ

11.2m、底幅45mの防潮堤が作られる予定で、津波浸水域70,000m2に対して、防潮堤の

敷地面積は17,000m2で、平地は6割しか残らず、山と堤防に挟まれた、くぼ地となる。陸
かちば海賦主っだく貝えず、た護でさえ渦疎髄なのに、20年前に建渡に勢われた奥尻島の

に推進している。

このような、大災害に便乗して国際資本が計

画的に利潤をあげる1990年代初めに始ま

ったやりかたを、カナダのジャーナリストであ

るナオミ・クラインは、「ショック・ドクトリ

ンー災害資本主義一」（翻訳2011年岩波書

店）と呼んだ。

2004年の大津波で、スリランカ東岸の漁

村は一掃され、漁民の意に反して、跡地に国際

観光ホテルが立ち並んだ。これも権力と結託し

て行われたのである。

川崎健（東北大学名誉教授）
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